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Ahstract 
The purpose of this paper is first to pres巴ntth巴日巴n巴ralsoluti ons of出巴 threedimensional str巴sproblems 
of a finite hollow cylinder submitt巴dto forc巴Son i tsboundaries. These solutions are obtain巴dfrom the 
equations of equilibrium of forces in cylindrical co-ordinates by means of finite Fourier-Hankel transforms 
Then making us巴ofthe solutions， th巴numenc呂1calculations ar巴carn巴dout for the case wh巴nthe hollow 
cylinder is subjected to a pair of tractions which are partially distributed on the inner surface. The results are 
compared with those in th巴caseof an infinitly long hollow cylinder carrying the sam巴forces，and the results 







































































川 (u ， ou θw¥ σγ=(2μ十λ)どと土十A(~+ v;:-n + V，<N ) 
μθr ' "¥r ' ro8 ' oz) 
( u O u ¥ ，，( ov ， ow ¥ σ，9=(2μ十人)l + )十A(c:.，v十 l ¥ r ' r(8) ， "¥ or ' oz) 
ow ， ，( ou 山¥σ，2'=(2μ+λ)一一十人(~".+丘+ U~n) oz ' "¥ or ' r ' ro8/ 
二μ(~笠+生一斗 ( 7) 
μ ¥ ro8 'or r / 
(担+立笠)oz ' or / 
(2L2ι) 
oz ' ro8 
(1) 
(2 ) 
( 3 ) 
( 4 ) 
( 5 ) 
( 6 ) 
( 8 ) 
(9 ) 







考える。ここで積分変換の核関数として L1 三 cosmθXL2=sin 
m8X， L3ニ cosmθX。を式(1)-(3)に対して選ぶ。ここでm=O，
1， 2…である。こうして Oに関して(0， 2π)の間で有限
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式(1)， (2)を積分変換してえられた結果に式(10)，(11)を代入し，辺々 相加えて X 二 X1二 rHm+l(c;r) 
cos人々 とおき，パ Zに関する変換を完成させる。次に辺々相減じて X= X2 = rHm-l (Cir) cosl¥々
とおき変換を続行する。さらに式(3)を積分変換して得られた結果に，式(10)，ωを代入し，Xoニ
rHm (c;r) sinNzとして積分を行なう。ただし上の説明中
Cm[!]二 ffmm鰍 Sm[!]二 ffsinm雌 (a) 
Hj(fir)=]j(fir) Ym(fia)-]m(fia) 巴(fir)，j こ二m-l， m， m+l 
で，~i， iニ 1， 2，…は Hm(c;b) = 0の根を小さいものから順に並べたものであり， ]， Yは
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-Hm-1[T品山
式(l2)~(14) 中の CmCn[σr ]， SmCn[rre]，…ーなどは肝， τ叫……の積分変換値・を記号










βmnr二 CmCn[σγ]，Amnr二 Cn[Amzr]， 1 




EmiZニ Hm-l [aBmzr/ az]， 
~r:;mnr二川åu/θr]， Dmiz=Hm+l[θAmz/az]， } 
( c ) 
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る。上の誘導ではm宇 0，nヰ Oの場合について述べているがn二 0，mニ Oの式は，上に述
べた各式でmニ Oとすれば、良い。 nニ Oのときは別な形となるが，誘導の方法は上の場合と同
様である。また iニ Oに相当する初期項も必要となるが，これも途中の積分変換で rHm+l(~ir) 
の代りに r2-m，rHm-l (~lr) の代りに r2+mを用いて積分を行ない同様に求めることができる。
従って各変位成分内一般式は
1 A ， 1∞ 
U二三Aozr+τ2:(Amzγ+ Bmzr)cosm8， (20) 
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U U I ν a l v 0/ 0 し nニ 1 I 
+会22d!丘{+iCHm+1[Amzr]dz+ι21Hm+ICn[Amd 
r I ， ¥k-l 2mazmb2m 1 ( 1 =2: I (_l) "， ・一一一一{ dm(βmok十何Ok)l¥'<1 b2m-a2m crm+1 l4m(3μ+人)
+(μ 吐!A) )al-m 川川 A 三五τTE7元(3μ+A) 仇 Amok-2玩3/1芋工了似 Bmok-4五百五平刀
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となる。ここで α1二 b，α2=a，α。二α，Cl =c， C2二 Oとして
α間 nk-αmnγ)T= ak'β勾nk二 βmnr)γ=α.，Amnk二 Amnr)戸 ak' 1 ~ (d) 
Bmnk二 Bmnr)戸 ak，Cmnk二 Cmnr) γニα• Wmkj 三 Cm[W]r~a.， z=Cj J 
Dmik = {DmiZ)Zニ o十(-1)ト1Dmiz)z=c}/2， 1 
E間仕二{E前日)Z=O十(-1)h-lEmiz)z=c}/2， I ~ (e) γmik 二 {γmiz)z=o+(-l) 日γmiz)z~c}/2 ， I 
Omikニ {Omiz)z=o十(_l)k-lOmiz)z二C}/2， J 
Dmok二子山長Amん
γmohzl rz-m TZzγ )z~c.dr， 0 mokこ Ir2十mT品zr)z~c.dr ，・_a ~α 







とおいたものであり ，eo二 1/2，em= 1 (mヰo)である。また
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(k) f p. _. ¥ _ sinh fi(C-Z)十(-1 )ksinh fiZ φ(kl(fiZ)= 
h fiC-( -l)k 
(k)f p. _ ¥ _ Cosh f;{c-z)一(-l)kcoshfiZ Q(k1(fiZ)一 h fiC一(-l)k 
(k) f p. _¥_ p. zcosh fi(C-Z)+( -l)k(c-z)cosh fiZ ψ(kl(fiZ) 二 fi~
osh fiC-( -l)k 
(74) 
473 有限円筒の3次元応力問題について
inh ti(C-Z)一(-l)k(c-z)sinh tiZ p(的(tiZ)ヰ iE11一三一一
cosh tiC -( -l)k 
5.境界条件および適合条件





し n~日=斗1 ~ (j=l，ロω，2) 幻  1 ~ ，2∞!
Bmzr )r~aj=てBmoj+一ご 2;. Bm町 cosNzI 










i) Z二 Oおよび、Z二 cにおいて
σ'z)z~o= σz)z二C-ρl(r，θ) 
τzo)z~o= ーらθ )z~C 二 q ，(r，8)， 
C 
τzr)z二 Oこ らc=qZ(r，θ)
(28) .・.Dn:川ニEmil二 γmil= O mil ==・・…-ニO
γmi2 = ~ !ab !02π(付 inm8十Q2cosm8)
(29) 
OmiZ土;L12X(のsinm8+山cosm8)

















τUγ問.z)γ作=b=q4バ(8，z)入， (β3ω ) 
i) rご αにおいて
川ニαサ 3(8，z)， βmnz=L1ch(O，z)CO叫郎防必仇 倒
川 =a=q5(8，z) αM=L1cq5(O，z)siMcosNZ倣， β
てγz)γニ G二 q6(θ，z)， (36) 
ただし ρ1~ P3， q1 ~q6 は各面に作用する直応力および、せん断応力である。
b) z= c/2に対して逆対称変形をなすとき
i) zニ Oおよびz=cにおいて
σ.z )Z=O二 σ.Z)Z=C=ρ1(r，8) (37) 
τzo)z=o二 τz)z=c=q1(r，B)，τzr)zニoニ τzr )z=c二 q2(r，B) 
:. Dmi2 = Emi2 = γmi2 = O mi2 ==…・・・二 O (38) 
γmzI=HbfほIsinm8+μosm8)rHm+1(か )drd8 (39) 




また D， E， γ， Ò の聞には式 (19) の関係が存在する。式 (28)~ (32)， (34)， (35)によ， γ，





ρ1( r，θ)=ρ2(8，z)= 0 
で，せん断外力 qは全て Oである。従って勾 a， y， oは全て Oであり Bmn1 = 0， D mil = E mil = 




Cl -Co <Z < Cl + CO， 
C-CI-CO<Z<C-Cl十Co















b / a= 4.0， C / a =8. 0の円筒で軸対称外力が円筒内面中央部
この計算に用いた級数項はに作用する場合の解析を行なった。
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Amnl 三と Bmnl~Cmnl;芯 O 
u+A n JLmn2=Bmn?;と ー竺一一~R叩ー
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図ー10 σ。の z方向の分布 (C1/ aニ0.4)
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は lニ 30，nは偶数項のみ 30項まで集めた。外力を中央部分に作用きせた場合の結果に対して
は，無限円筒の内面に同様の外力が作用した場合の結果も合せて点線で示した(図-5-8)。
図 5はめの分布を示したものであるが無限円筒と比較したとき z/ a = 0付近では当然多少
異なるものの他の部分ではかなりよく一致している。 σθ，のの分布を図 6，7に示しているが，
これらの応力は無限円筒と比べれは、全体としてわずかに異なり特に z/ a =.0ではかなり異な
る。しかし分布の傾向としては両者同様である o Trzは図 8に示しであるが，有限円筒の値と
無限円筒の値はほとんど一致している。 σ円 Trzは円筒外面における条件が有限円筒も無限円筒




えれば，め(図 9 )， τrz (図 12)は中央部分に外力を作用させた場合と比較して，各断面と





せた場合とかなり異なった分布をしている この場合z=OでのこOであるから r二 aでは
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